
本日の例会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

温故知新 
～ロータリーを楽しもう～ 

会長 上田 宰 幹事 前田健吾 

 

 

今後の予定 

No.2008 2019.9.24 

2019～20 年度 
国際ロータリーのテーマ 

 

 

２７００地区テーマ 

 

 
不易流行 ～永続と変革～ 

ガバナー   灘 谷 和 德 

 
クラブ方針 

 

 

ＲＩ会長   

マーク・ダニエル・マロ―二― 

【飯盛神社 

写真協力：写楽の会 天野繁君】 

 

 
臨時理事会議事録報告  

１．地区より九州北部豪雨災害への支援依頼の件   社会・青少年及び国際奉仕基金より  承認 
   

例会変更のお知らせ  

宗像ＲＣ     ９月２５日（水）１１：４０～     職場訪問例会のため 

福岡南ＲＣ    １０月３日（木）１８：００～     お月見夜間例会のため 
 

例会休会のお知らせ  

福岡城南ＲＣ   ９月２１日（土）           定款第８条第１節Ｃにより 
 

 

会 務 報 告 

卓話 （米山） 
 

四つのテスト ◎真実かどうか ◎みんなに公平か ◎好意と友情を深めるか ◎みんなのためになるかどうか 

 

 16 日（水) 

 
 クラブ奉仕委員会                

            

本日の例会   インターアクト活動認定証伝達式 

筑陽学園高校  林優奈さん 野﨑愛さん 濱田華帆さん 松尾葉月さん 
 

次週の例会    クラブフォーラム（会員増強） 
 

               
            

 

委 員 会 報 告 

 8 日（火)  

インターアクト活動認証状授与式  9 月24 日（火)  

☆☆    基本的教育と識字率向上月間 ・ ロータリーの友月間    ☆☆ 

 10 月 1 日（火)  ＣＦ （会員増強） ・ 理事会 

鳥栖小郡合同夜間例会  
 



前回の例会記録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 クラブ奉仕委員会 

 

 
 

「我等の生業」 

塩月啓司ソングリーダー 
 

 
 

 
 

 
 

 

  

 
 

 

 
ロータリーソング 

 
委 員 会 報 告 

 

 

 

川添廣志君 

 
 

 
 

 

  

 
 

 

 
４つのテスト唱和  

 

 
 

佐賀武雄災害ボランティアセンターでの

武雄ライオンズクラブの活動の話。 

ロータリーの友月間について。 

 会 長 挨 拶 

 

 
 

卓話講師 筑紫野市文化会館 館長 手島 博 様    福岡西ＲＣ 加茂民雄君 
 

 

 

 

 
 

☆炉辺会合のお知らせ 
 

 
 

☆合同夜間例会のご案内と出欠表記入のお願い 
 

 

 
 

☆前回卓話講師 エスペランサ馬場菊代様よりのお礼状紹介 
 

 
会員増強委員会 春日会 

 
親 睦 委 員 会 

 
社会奉仕委員会 

  
 

 

 
 

☆つくし路１００㎞徒歩の旅 お礼の件 
 

 
 

☆特別展 三国志 ご案内 
 

 
つくし路 100㎞徒歩の旅  

 
九州国立博物館を愛する会  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

☆定例理事会議事録報告 

ロータリー財団奨学金志願者 内田佳奈子さん推薦承認の件 

☆地区より「九州豪雨災害義援金依頼」の件 

☆２７００地区第４・５グループ名簿配布の件 

☆９月１７日（火）休会のご案内 

 

  会 務 報 告 

９月１０日 合計  １３,０００円 (>_<) 

同 日 現 在 合 計 ２０８,００１円 (>_<) 
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あ

あ

あ
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９月のお誕生日  上田 宰君  西中義桂君  

   

 お誕生日おめでとうございます！ 

 
誕 生 会 

 

 
 
 

上田  宰君  手島博様ようこそ。本日の卓話よろしくお願いします。浦田さん先日のロータリー財団

補助金セミナー御出席ありがとうございます。 

川添廣志君   ①手島館長本日の卓話を楽しみにしております。②関東の台風は大変な被害のよう

ですが、九州でもまだまだ気を緩めず準備しておきましょう。 

浦田秀徳君   地区財団委員会の補助金セミナーに出席してきました。大変勉強になりました。 

田中洋一君  手島さんようこそ。卓話楽しみにしております。興味をそそるタイトルですね。さ

すがです。 

有村康博君  手島様、本日の卓話よろしくお願いします。 

牧田 隆君  手島様、本日太宰府ロータリークラブでのお話よろしくお願いします。 

津田穎彦君  浦田先生、ゆっくり山の写真を見せてもらいました。山に登らない私も山の気分を

味わいました。 

本岡懃一君  “スーツを裏返して”有難う御座居ました。 

馬場宣行君  先日メイキャップで博多イブニングに出席し、久しぶりに黒川先生にお会い出来ま

した。皆様のお越しを心待ちにしていらっしゃいました。 

加納義之君 原口昌夫君 影山裕樹君 吉田知子君  早退します。申し訳ありません。 
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「見ない、見えない、見たくない 」 
    

筑紫野市文化会館 館長 手島 博 様 

 

 卓 話 ～ロータリーの友～ 

   
 

 
 
 

 

 

   

   
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 不易とは、変わらないということである。万古不易、千載不易ともいう。 

時代がいくら変わっても不変なものがある。 また、変えてはならないものが 

ある、ということである。 

 流行とは、時とともに移り変わっていくもの、また変えていかなければならないもののこと

である。 

 俳人芭蕉は、奥の細道の旅でこの言葉を体得し、発句の理念とした。「去来抄」の中でこの

ように言っている。 

「不易を知らざれば基立ちがたく、流行を弁へざれば風あらたならず」 つまり、不変の真理

を知らなければ、基礎が確立せず、時代の流れを知らなければ溌溂とした句は作れない、と

いうことである。 

 俳句に限らない。不易流行は、人生の原理であり、世の中は不易流行のバランスの上に成り

立つ。 変えるものと変えてはならないものをどう見極めるか、そこにあらゆる生命の盛衰

がかかっている。 

 以前、こういう話を聞いたことがあります。ある人が地方都市に旅行し、市役所の人に、古

くからある神社を案内してもらった。 その神社は五十年前に修復を行い、その時、百社あま

りの会社が協賛し、寄付をしてくれたそうです。 

 さて、五十年経ったいま、そのうち何社が残っていると思いますか、と市役所の人に質問さ

れた。 皆さんはどう答えられるだろう。 残ったのはたったの一社。 それも業態を変えて、

残ったのです。 

 では、今ある会社が百年後に生き残れるのはどれくらいかというと、千社のうちに二～三

社が定説である。まさに生存率は０、２～３％。 企業という生命体を維持発展させていくこと

がいかに難しいかをこの数字は示している。 

 その中で何百年にもわたって存続発展しているところがあります。 それは、茶道の裏千

家と和菓子の虎屋で、ともに五百年の伝統を有している。ちなみに、日本には二百年以上続

いている会社が三千社あるそうです。韓国はゼロ、中国は九社。 

何百年も続く老舗を観察すると、共通のものがあるように思える。一つは、創業の理念を大

事にしていること。その時代その時代のトップが常に創業の理念に命を吹き込み、その理念を

核に時代の変化を先取りしている。二つは情熱（パッション）である。永続企業は社長から社員

の末端までが目標に向け、情熱を共有している。 

 三つは謙虚。 慢心、傲慢こそ企業発展の妨げになることを熟知し、きつく戒めている。 

四つは、誠実。 誠のない企業が発展したためしはない。いずれも不易の基をなすものであ

る。その不易を遵守していくところに生命の維持発展がある。 

  最後に、人を人たらしめる不易を紹介します。 幕末の志士、真木和泉の言葉でありま

す。 「人と生まれては、高きも賤しきも、せねばならないものは学問なり。学問せねば、わが

身に生まれつきたる善あることもえ知らず、まして他の人の徳あるもなきも弁へず。 いた

ずらに五穀を食いて、前向きて歩むばかりの技にては、犬猫と言わんも同じことなり。」 まさ

に、意をついた名言であります。             太宰府ＲＣ会員 成川禎道 

 

  


